
はまなす財団

地域づくり出前講座

地域づくりのプロフェッショナルが

あなたの町にお伺いします ！

講師プロフィール

谷 一之
はまなす財団 専務理事

元北海道下川町長として先進的地域経営を推進
し 、 全国初のSDGs 未来都市の実現をリード 。
現在は財団経営や全道各地での講演活動等を通
じ 、 地域共創や人材育成など持続可能な地域づ
くりに取り組む 。

地域づくりの
ヒントが
欲しい！

そんな方は・・・
はまなす財団にお気軽にお声がけください！

はまなす財団の
ことについて
知りたい！

全道との
ネットワークを
広げたい！

ダミー

林 美香子
はまなす財団 理事

北海道大学農学部卒業後、 STV アナウンサーを
経て、キャスターとして活躍。現在もフォーラ
ム登壇や講義などで全国を飛び回る。慶應義塾
大学SDM 研究所顧問、農都共生研究会代表。
地域づくりの著書多数 。

はまなす財団
地域経営アドバイザー

中小企業診断士
創業から事業承継などの経営課
題や地域組織の運営、データを
もとにした地域経営などが得意
分野。

大関 太一
はまなす財団
事業課長

三重県出身。大手ビール会社や
国立大学法人等での勤務経験を
有し、テクノロジーから教育・
文化・スポーツまで幅広い分野
で活動中。

井上 真二
はまなす財団
地域経営アドバイザー

地域活性化伝道師(内閣府登録)
地域ブランド化や観光地域づく
りに関するハンズオン支援のほ
か、大学発スタートアップの起
業等、企業経営にも参画。

小倉 龍生



NO 講義名 講師名 講義概要

1 地域資源を活かした地域経営

谷 一之
(専務理事)

地域に潜在するリソース（資源）を探求し、経営資源を活かし
て、その活用と地域振興を図る施策を解説する。

2
SDGsを活用した自治体経営、企業経営、住民活動

へのアプローチ
2030年を目途として、 SDGsのツールを活用し、バックキャス
ティングで、今何をすべきかを解説する。

3 地域共創の意義とメリット、事例の紹介
地域課題を解決するために、「地域共創」による手法を解説す
る。

4 農都共生（農村と都市の共生）による地域づくり

林 美香子
(理事)

農村と都市の共生の概念を紹介し、農泊やグリーンツーリズム、
食農教育、六次産業化による地域づくりを紹介する。

5 食と農による地域づくり
地域の宝である食や農をテーマに、農泊やグリーンツーリズム、
食農教育、六次産業化による地域づくりを紹介する。

6 女性が活躍する農村の地域づくり
農村の地域づくりにおける女性の活躍を推進するような元気の出
る話を、豊富な先進事例を紹介しながら講義する。

7 「 農業×ソーシャルビジネス」のすすめ
農業と親和性の高いソーシャルビジネスについて、事例をもとに
講義。最近注目のローカルベンチャーについても説明。

8
地域づくり活動の公募事業における申請書等の

書き方について
～科研費調書の例～

井上 真二
(事業課長)

科研費の調書を例にし、採択につながる申請書・採択後の活動で
困らない計画書等の書き方を解説する。

9
地域づくりにおける教育機関との連携の必要性
～中学校の地域移行クラブの事例紹介 ～

公立中学校で地域移行クラブを立ち上げた事例をもとに、地域づ
くりにおける教育機関との連携の必要性を説明する。

10 再生可能エネルギーの地域展開について
全国的な環境・エネルギー政策の動向を紹介しながら、地域での
展開方策等について解説する。

11 地域ブランドについて

小倉 龍生
(地域経営

アドバイザー )

地域ブランドの考え方や構築方法について事例に基づき説明す
る。

12 地域経済活性化の手法について
経済学からのアプローチによる域内経済循環と地域経済活性化の
手法について講義を行う。

13 観光地域づくりの考え方について
観光地マネジメントの必要性や観光地域づくりの考え方について
説明する。

14 地域の観光ブランド化のステップ

大関 太一
(地域経営

アドバイザー )

観光地として選ばれる地域になるために、ブランドとは何か？と
いうところから、ブランド化のステップを解説する。

15 公共データを活用した地域経営入門
EBPMの重要性が高まる中、 RESASを中心に、 e-statや地域経済
循環図を用いてデータの活用方法について講義する。

16 特定地域づくり事業協同組合の運営について
特定地域づくり事業協同組合の制度や、具体的な事務局運営プロ
セスについて講義を行う。

ご利用方法

（ ※）内容は、地域の皆様のニーズに応じ、適宣ご相談に応じます。 （ ※）講義時間（質疑も含む）は、通常 90分です。

お問い合わせ
お申し込み

公益財団法人はまなす財団

〒060 -0005
北海道札幌市中央区北5条西6丁目
札幌センタービル 15階

電話 011 -205 -5011

メール info@hamanasu.or.jp

担当 根津

ご要望をお伺いしたうえで、講義内容や派遣条件（謝金、旅費）
などについて調整します

主な講座プログラム

講師を派遣します

後日、指定の口座へ、謝金、旅費をお振込みください

ステップ 3

ステップ 4
メール

電 話

担 当

まず、はまなす財団へメールまたはお電話で
お問い合わせください

ステップ 2

ステップ 1
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